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成東駅南側周辺 

資料３ 

成東駅前での交流のあり方の方向性を議論するため 
意見交換を行いました！ 

 平成27年2月1日(日)に、平成26年度 第５回まち

づくり協議会を開催しました。 

 当日は１３名の会員に出席いただき、先に事務局か

ら11月末に開催した視察会のまとめを報告しました。 

 その後、成東駅前で市内外の人々が交流を行う材料

となる、食や風土、歴史など山武市のセールスポイン

ト（山武市の“売り”）や、交流活動のアイデアにつ

いて意見交換を行いました。 

      寄せられた感想の共通点を報告しました 

資料１ 

視察会のまとめ 

【感想の共通点】視察先の取り組み、特徴や工夫している点 

【感想の共通点】成東駅前にあると良いと感じたこと 

 できることからはじめてみる 

 色々な人・組織を巻き込み、
楽しく運営 

 口コミ、ネットを使って情報
提供、ファンを増やす 

 複数の取り組みを同時に提供、
多様な人を集める工夫 

 目の前だけでなく、周
辺にある資源も積極活
用 

 手作り感 

 補助金などを積極的に
活用 

＜施設系＞ 

 案内所と店舗、他の機能の複合施設 

 ギャラリー・作品展示機能 

 カフェ、飲食店 

 アンテナショップ（物産販売） 

 待合室、高速バス発着所 

 体験工房 

 IT設備 

 山武杉の活用 

 

＜案内誘導系＞ 

 道しるべ、観光案内板 

＜ソフト施策＞ 

 市民向けの交流情報案内 

 市外から来られる人向けの情報案内 

 周辺市町村と連携した観光案内 

 ボランティアガイド 

 レンタサイクル 

 スタンプラリー、おみくじ 

 

＜運営に関わる人材育成＞ 

 ボランティアの参画 

 市民の自主運営、笑顔のある人、良いリー
ダー 

 人材開発、小中学校で歴史地理の学習 

富津市 
（観光案内所「石の舎」）  

南房総市 
（観光インフォメーション
センター、道の駅とみうら

枇杷倶楽部） 

松戸市 
（松戸探検隊ひみつ堂） 



皆様のご意見をお寄せください 

 成東駅南側のまちづくりについて、皆様のご意見を事務局へお寄せください。 
 なお、いただいたご意見は、協議会で報告するほか、この協議会ニュースでご紹介させていただ
く場合がありますので、ご了承ください。     【ご意見送付先】  
 山武市都市整備課  
 成東駅南側周辺まちづくり協議会事務局  
 〒289-1392 山武市殿台296 

 ファクス：0475-82-2107 
 電子メール：toshiseibi@city.sammu.lg.jp 
  ※ファクス、電子メールは共用ですので、宛先をご記入ください。 

次回（３月開催予定）は、交流のきっかけを材料にした活動アイデアの議
論を行い、成東駅前で行うことができる交流活動の整理を行います。 

      交流のきっかけをみんなで探しました 意見交換 

＜いちご以外の山武の“売り”＞ 

★グルメ 

 太巻き、なめろう、鰯のごま漬け 

 ジャンボ落花生（おおまさり） 

 いちご大福 

 はばのりのお雑煮（はば雑煮） 

 九十九里海っ子ねぎ 

 塩（NHK「ｷｯﾁﾝが走る」で紹介） 

★風土 

 槇の木の生け垣、方言 

★歴史、伝承 

 地区の言い伝え、地名の由来 

 郷土芸能保存会（日曜日開催、無料） 

   囃子、神楽、太鼓、獅子舞etc 

＜運営に関わる人材育成＞ 

 手作り写真集、観光ﾊﾟﾝﾌをみんなで作る 

 ボランティアガイドの育成 

 既存の各種団体が活動PR 

＜リピート客増加＞ 

 「旅の思い出雑記帳」を設置し、記載者
にﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙを発行する 

＜人を呼ぶアイデア＞ 

 体験プログラムの提供 

 九十九里 海っ子ねぎを使ったフルコース
料理の提供 

 泥付きのネギを直売所で販売 

 花粉症にネギがきくので山武で体験して
もらう 

＜2020年東京オリンピック・パラリンピック＞ 

 オリンピックの事前キャンプ地決定（ス
リランカ） 

 スリランカとの青少年相互交流事業、青
少年スポーツ支援事業 

 成田空港に近い 

 山武市には苺や海水浴、山武杉などよく知られたセールスポイントもありますが、
年間を通じて様々な交流を行うためのきっかけとなる多くの“材料”が必要です。 
 このため、食や文化を中心に、話題となる材料としてどのようなものがあるか意見
交換を行いました。 


